
2.4.2 (5) 酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層周辺の地質調査

69地質図 地質断面図
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○リニアメント・変動地形周辺には，主として先第三系の花崗岩，楡原階の大福寺砂岩層，大角間層及び石英安山岩・溶結凝灰岩，岩稲階の穴水累層，音川階の関
野鼻石灰質砂岩層（石灰質部），前浜泥岩層及び黒崎安山岩，更新統の海成段丘堆積層，上部更新統～完新統の沖積層が分布する。

○地質調査において酒見断層に対応する断層は確認していないが，後述する反射法地震探査において，リニアメント・変動地形にほぼ対応する位置に，リニアメント・
変動地形から推定される西上がりの変位と整合的な変位センスを示す断層が伏在する可能性が認められたことから（P.70），下図のように断層位置を図示した。

○なお，リニアメント・変動地形の西側に位置する大福寺付近の露頭において，複数の小断層を確認したが，これらの小断層は高位段丘堆積層に変位を及ぼしてい
るものの，西側傾斜の正断層の変位方向であり，西側上がりの地形とは整合しない。

○また，谷内西方の断層及び高爪山西方の断層の付近には，断層は認められない。
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2.4.2 (6) 酒見断層周辺の反射法地震探査

70地質図

○酒見断層のリニアメント・変動地形を横断して反射法地震探査を実施し，深部方向の連続性を確認した。

○花崗岩と推定される基盤岩の上面は，平野側から丘陵側に向かって沈み込んでおり，また，丘陵下部では不明瞭ながら段階的に高度を上げているように推定され
ることから，断層が伏在する可能性がある。
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2.4.2 (7) 酒見断層の活動性

○酒見断層周辺の調査によれば，リニアメント・変動地形の両側の高位段丘面に高度差が認められ，また，反射法地震探査によると，不明瞭ながら急崖下に西側隆
起の断層が伏在する可能性があることから，高位段丘面の高度差が西側隆起の断層活動に起因する可能性が否定できない。

○以上の調査結果に加え，酒見断層については，その活動が後期更新世に及ぶとする見解（加藤・杉山（1985）等）や，2007年能登半島地震の震源断層のバックスラ
ストとする見解（遠田・粟田，2007）もあることから，安全側に判断して，後期更新世以降の活動が否定できないと評価した。

○なお，香能付近のリニアメントについては，リニアメント・変動地形の両側での高位段丘Ⅱ面の高度差はわずかであり，酒見断層等近傍の断層活動に伴う副次的な
ものと評価した。

リニアメント・変動地形分布図 71

反射法地震探査によると，不明瞭ながら急崖下に
西側隆起の断層が伏在する可能性がある

リニアメント・変動地形の両側の高位段丘面に
高度差が認められる20km0

右図範囲

断層位置

推定区間

位置図



2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －北端付近の地形－

リニアメント・変動地形分布図

リニアメント・変動地形

地形断面図（H:V=1:2）

○酒見断層北部のDランクのリニアメント・変動地形が認められる区間において，高位段丘面に高度差は認められない。

○また，酒見断層の北方に分布する中位段丘Ⅰ面はほぼ同じ高度で連続し，酒見断層による影響は認められない。

酒見断層
リニアメント・変動地形

の北方延長

A A’
直線状の谷

N2 N2’

B B’
急崖

酒見断層
リニアメント・変動地形（Cランク）

・中位段丘Ⅰ面に高度差は
認められない（詳細は次頁）。

・高位段丘Ⅴ面に高度差は認められない。

・高位段丘Ⅲ面に高度差が認められる。

直線状の谷

酒見断層
リニアメント・変動地形（Dランク）

N1 N1’

N2

N2’

A

A’
B

B’

大釜西方の露頭
（詳細は次々頁）

大福寺付近

N1

N1’
大釜西方の露頭
（詳細はP.75）

Loc.a

Loc.a

柱状図（Loc.a）
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被覆層

酒見断層
リニアメント・変動地形（Dランク）
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【断層北方の中位段丘Ⅰ面】

Dランクのリニアメント・変動地形

断面図（H:V=1:2）

赤色立体地図

酒見断層



74地質図

・リニアメント・変動地形の西側で複数の小断層を確認した。
・これらの小断層は高位段丘堆積層を切る正断層である。
・いずれも破砕部幅数ｍｍ～2ｃｍ程度で連続性が無く，走向方向は一定しない。

大福寺付近の露頭 スケッチ

段丘
堆積層

穴水累層

露頭位置

2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －北端付近の地質調査－

○酒見断層北部の大福寺付近の露頭において複数の小断層を確認したが，これらの小断層は高位段丘堆積層に変位を及ぼしているものの，西側傾斜の正断層の
変位方向であり，西側上がりの地形とは整合しない。

断層位置

推定区間

右上図範囲



右上図範囲

地表踏査結果（ルートマップ）

Dランクのリニアメント・変動地形

○酒見断層北部の大釜西方では，リニアメント・変動地形にあたる直線状の谷において，一部で露欠区間はあるが，その周囲に石英安山岩の大規模な露頭が連続的
に分布し，断層は認められない。

2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －北端付近の地質調査－

75

地質図
（凡例は前頁参照）

断層位置

推定区間

Dランクのリニアメント・変動地形



2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －北端付近の調査結果のまとめ－

○地形調査結果より，大福寺付近より北方の区間においては，高位段丘面に高度不連続が認められない。

○また，リニアメント・変動地形の周辺において酒見断層に対応する構造も認められない。

○しかし，高位段丘V面は年代が古く谷を挟んだ段丘の対比や高度の連続性に不確実性を含む可能性，及び大釜西方の露頭において断層が露欠区間を通過する可
能性を考慮し，さらに北方において中位段丘Ⅰ面に高度差が認められない地点を，酒見断層の北端と評価した。

リニアメント・変動地形分布図

大福寺付近

酒見断層の北方に分布する中位段丘Ⅰ面はほぼ同じ
高度で連続し，酒見断層による影響は認められない。

リニアメント・変動地形にあたる直線状の谷において，一
部で露欠区間はあるが，その周囲に石英安山岩の大規
模な露頭が連続的に分布し，断層は認められない。

酒見断層北部のDランクのリニアメント・変動地形が認
められる区間において，高位段丘面に高度差は認めら
れない。

北端

複数の小断層を確認したが，これらの小断層は高位段
丘堆積層に変位を及ぼしているものの，西側傾斜の正
断層の変位方向であり，西側上がりの地形とは整合し
ない。

76
断層位置

推定区間

大釜西方の露頭



2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －南端付近の地形調査－

○酒見断層の南方（西海風戸～西海久喜）に分布する中位段丘Ⅰ面は，下盤側（八幡～酒見）のそれらとほぼ同じ高度で連続し，酒見断層による影響は認められ
ない。

リニアメント・変動地形分布図

右図範囲
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断層位置

推定区間

西海久喜

西
海
久
喜



【段丘面調査結果（千の浦）】

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.1.4-1-18 一部修正

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
DKP：5.5万年前以前
K-Tz：9.5万年前

78

酒見断層
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【段丘面調査結果（八幡付近）】

SK

YH-1

位置図

テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前
Aso-4：8.5万～9万年前
K-Tz：9.5万年前
SK：10.5万年前

八幡
露頭

断面図凡例

（褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）

（赤褐色土壌）

第1009回審査会合 机上配布資料1
P.2.4-1-11 一部修正

酒見断層
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地質図

地表踏査結果（ルートマップ）

2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －南端付近の地質調査－

次頁拡大範囲

上図範囲

断層位置

推定区間

右下図範囲

周辺地形図

○リニアメント・変動地形として判読した急崖直下を横断して穴水累層が連続して分布し，そこには断層は認められない。

○また，穴水累層の安山岩質の凝灰岩と凝灰角礫岩の地層境界は，リニアメント・変動地形の位置を挟んでほぼ同じ高度に分布する。
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【露頭スケッチ】

露頭スケッチ（写真は次頁以降）

b: 地層境界

J: 節理

酒見断層



【露頭写真①】

露頭写真

露頭スケッチ（位置は前頁参照）

82

酒見断層



【露頭写真②】

露頭スケッチ（位置は前々頁参照）

露頭写真 83

酒見断層



84

○酒見断層の南方沖で海上音波探査を実施した。

○海上音波探査記録で酒見断層海域延長部付近のB1L層には変位・変形は認められない。

音波探査記録（Ｎｏ.6.5-2U ）

1：6

Ａ

D2

B1L

2725201510

約500m

0m

50m

100m

150m

200m

0m

50m

100m

150m

200m

B1U

E→←W
酒見断層海域延長部

地質図

2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －南端付近の海上音波探査－

北陸電力ブ－マー
(No.6.5-2U測線)

断層位置

推定区間

・音波探査記録の拡大図はデータ集2 敷地前面調査海域

10 15 20 25 27



2.4.2 (8) 酒見断層の端部 －南端付近の調査結果のまとめ－

リニアメント・変動地形として判読した急
崖直下を横断して穴水累層が連続して
分布し，そこには断層は認められない。

酒見断層海域延長部付近のB1L層には
変位・変形は認められない。

10 15 20 25 27

海上音波探査
No.6.5-2U測線

南端
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○地質調査の結果，リニアメント・変動地形として判読した急崖直下を横断して穴水累層が連続して分布し，そこには断層は認められない（P.80～83）。

○海上音波探査の結果，酒見断層海域延長部付近のB1L層には変位・変形は認められない（前頁）。

○以上の調査結果から，酒見断層は，リニアメント・変動地形として判読した急崖直下に断層が認められない地点まで達していないと考えられるが，その南方にもCラ
ンクのリニアメント・変動地形と判読される急崖が連続することを踏まえ，海域延長部において断層が認められないことを確認したＮｏ.6.5-2U 測線を南端と評価した。

断層位置

推定区間

Cランクのリニアメント・変動地形と判読
される急崖が連続する。

位置図



2.4.2 (9) 酒見断層・谷内西方の断層・高爪山西方の断層周辺の重力異常

酒見断層周辺のブーゲー異常図 酒見断層周辺の水平一次微分図

鉛直一次微分値が
0mGal/kmの等値線

●：測定点

86・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長2kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院
(2006) ， The Gravity Research Group in
Southwest Japan (2001) ， Yamamoto et al.
(2011)，Hiramatsu et al. (2019)，海域は産業技
術総合研究所地質調査総合センター(2013)，
石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当社が
作成した。 仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

断層位置
（酒見断層）

推定区間

○酒見断層の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図から，酒見断層沿いに重力異常急変部が分布するが，地形から想定される隆起側とは逆となる東側の重力異常値が高い傾向
が認められる。この重力異常値の傾向に加え，酒見断層の東側で先第三系の花崗岩が地表に分布し，断層の東側で先第三系の花崗岩からなる基盤の深度が浅い
と考えられることから，酒見断層は，もとは西側低下の正断層として形成され，その後に西側隆起の逆断層として再活動したことを示唆する。

○なお，重力異常急変部は，断層の分布範囲より南北方向には連続しない。

○また，香能付近のリニアメント，谷内西方の断層及び高爪山西方の断層に対応する重力異常急変部は認められない。

花崗岩
分布域

（mGal）

[活断層研究会（1991）]

推定活断層

凡例

位置図

右図拡大範囲
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2.4.3 眉丈山第１断層・眉丈山第２断層・徳田北方の断層



2.4.3 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層，徳田北方の断層の評価概要

○眉丈山第２断層及びそれに近接して分布する眉丈山第１断層，徳田北方の断層について，評価を行った。
○眉丈山第２断層は，後期更新世以降の活動が否定できないものとして，23.0㎞区間を評価した。
○眉丈山第１断層は，リニアメント・変動地形が判読されず，地質調査や反射法地震探査の結果，対応する断層は認められないと評価した。
○徳田北方の断層は，リニアメント・変動地形として判読した崖を横断する地質調査や反射法探査の結果，対応する断層は認められないと評価した。

88

【眉丈山第２断層】

23.0km

後期更新世以降の活動が否定できない断層

対応する断層が認められない

【眉丈山第１断層】 【徳田北方の断層】

拡大位置図

凡 例

推定区間

断層位置

位置図

上図拡大
範囲

断層確認位置



2.4.3 (1) 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層，徳田北方の評価結果
【文献調査】（P.92～93）
○ 活断層研究会（1991）は，眉丈山第１断層（確実度Ⅰ，南東側低下）を図示し，NE走向，長さ9km，活動度Ｂ，北西側の海成段丘T7面が25～105m隆起と記載している。また，眉丈山第２断層

（確実度Ⅰ，南東側低下）を図示し，NE走向，長さ10km，活動度Ｂ，北西側の扇状地L1面が5～14m隆起と記載している。 さらに，徳田北方の断層（確実度Ⅱ，南東側低下）を図示し，NE走向，
長さ2.5km，活動度C，北西側の開析扇状地M1面が10m以上隆起と記載している。

○ 今泉ほか（2018）は，眉丈山第２断層とほぼ同じ位置に，活断層を図示している。
【空中写真判読】（P.94～96）
○ 文献で示される眉丈山第２断層とほぼ同じ位置の，眉丈山南東斜面と邑知潟平野の境界における約12km区間に，山脚末端の急崖，古期扇状地末端の低崖からなるリニアメント・変動地形

（眉丈山リニアメント）を判読した。また，文献で示される徳田北方の断層とほぼ同じ位置の約3.4km区間に，中位段丘Ⅰ面が発達する丘陵と沖積面を境する崖からなるリニアメント・変動地形
（徳田北方リニアメント）を判読した。

■北東端（P.105～112）

○ 眉丈山リニアメント北東方の羽坂付近に分布する高階層及び中
位段丘Ⅰ面には，変位，変形が認められず，断層露頭も認めら
れない（図中⑤）。

○ さらに北東方において，徳田北方リニアメントを横断する反射法
地震探査の結果，平野側に緩やかに傾斜する赤浦砂岩層に相
当する反射パターンが続いており，明瞭な断層や撓曲は認めら
れない（図中⑥）。

○ 徳田北方リニアメントの下町におけるトレンチ，ボーリング調査に
よれば，断層は認められない（図中⑦）。

→ボーリング・トレンチ調査により断層が認められない地点を眉丈山
第２断層の北東端と評価。

■南西端（P.113～115）

○ 眉丈山リニアメントの南西方における羽咋市柳田町付近のリニア
メント・変動地形については，中位段丘Ⅰ面形成後にそれを覆っ
て形成された古期扇状地Ⅰ面との境界付近に形成された谷地形
を判読したものと評価した（図中⑧）。

○ 眉丈山リニアメントの南西方延長における海上音波探査では，少
なくともＢ1層（中部更新統～上部更新統）に変位，変形が認めら
れない（図中⑨） 。

→No.108.5-4U測線，No.13U測線を眉丈山第２断層の南西端と評価。

⇒ボーリング・トレンチ調査により断層が認められない地点（北東端）
から海上音波探査で断層が認められないことを確認した
No.108.5-4U測線，No.13U測線（南西端）までの約23.0km区間を
評価。

長さの評価 （眉丈山第２断層）

・眉丈山第２断層は後期更新世以降の活動が否定できず，その長さとして約23.0ｋm区間を評価する。
・活断層研究会（1991）に図示された眉丈山第１断層は，リニアメント・変動地形が判読されず，地質調査や反射法地震探
査の結果，対応する断層は認められない。

・なお，地中レーダ探査の結果，眉丈山リニアメント
の北東方延長に位置する平野と丘陵の境界にお
いて，明瞭な断層や撓曲は認められない（図中
⑩）。

・また，重力探査の結果，眉丈山第２断層に対応す
る重力異常急変部が認められるが，眉丈山第１
断層に対応する重力異常急変部は認められない
（Ｐ.117）。

○ 眉丈山第２断層は，眉丈山南東斜面と邑知潟平野の境界に急崖
等が連続して認められる北西側隆起の逆断層である 。

○ 眉丈山第１断層は，活断層研究会（1991）では北西側の海成段丘
面が隆起している活断層（確実度Ⅰ）と記載されているが，今泉ほ
か（2018）では図示されていない（P.92～93） 。また，眉丈山第１断
層に対応するリニアメント・変動地形は判読されない（P.94～96）。

○ 宿屋におけるボーリング調査の結果，眉丈山南東斜面基部に花崗
岩と新第三系を境する高角で北西傾斜の断層が認められ，この断
層が眉丈山第２断層に相当すると判断した（図中①）。

○ 上記のボーリング調査において，同断層を被覆する更新世の堆積
物には断層運動による影響が認められないが，この堆積物が後期
更新世より古いことを示す明確な根拠がないことから，後期更新世
以降の活動が否定できないと評価する。

○ 北西側隆起の眉丈山第１断層を示唆するような断層露頭は認めら
れない（図中②）。

〇眉丈山リニアメントを横断した反射法地震探査の結果，花崗岩と推
定される基盤岩の上面に相当する反射面を相対的に北西側に隆
起させる高角な逆断層が推定される（図中③）。

○下川ほか（2002）は，反射法地震探査で邑知平野北西縁に反射面
の不連続構造が認められ，眉丈山第２断層に相当する北西側（眉
丈山地側）隆起の逆断層の可能性があるとしている。一方で，眉丈
山第１断層が存在するとされた眉丈山地南東斜面には，層の存在
を示唆する反射構造は認められないとしている（図中④）。

⇒眉丈山第２断層について，後期更新世以降の活動が否定できない
と評価。

活動性評価 （眉丈山第１断層，眉丈山第２断層）

○ 反射法地震探査の結果，平野側に緩やか
に傾斜する赤浦砂岩層に相当する反射パ
ターンが続いており，明瞭な断層や撓曲は
認められない（図中⑥）。

○ トレンチ及びボーリング調査の結果，徳田北
方リニアメントに対応する断層は認められず，
また徳田北方リニアメントを横断して高階層
及び高階層と下位の赤浦砂岩層の境界が
平野下までほぼ水平に分布し，沖積層が高
階層を削剥して堆積している（図中⑦）。

活動性評価 （徳田北方の断層）

徳田北方の断層に対応するリニアメン
ト・変動地形として判読した崖を横断し
て，高階層，赤浦砂岩層等に変位，変
形は認められず，徳田北方の断層に対

応する断層は認められない。

・なお，重力探査の結果，徳田北方の断層に対応
する重力異常急変部は認められない（Ｐ.117）。
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北東端
（下町）

【文献調査】

長さの評価

【空中写真判読】

【眉丈山第２断層】
約23.0km区間

南西端
（音波探査測線）

活断層（確実度Ⅰ）
（活断層研究会，1991）

【文献調査】

【空中写真判読】

・眉丈山第１断層に対応するリニア
メント・変動地形は判読されない

今泉ほか（2018）には
図示されていない

宿屋
羽坂反射法地震探査

①

③

⑤

④

⑨

②

⑩

反射法地震探査

推定活断層（今泉ほか，2018）

活断層（確実度Ⅰ）（活断層研究会，1991）

リニアメント・変動地形 約12km

活断層（確実度Ⅱ）
（活断層研究会，1991）

リニアメント・変動地形
約3.4㎞

今泉ほか（2018）には
図示されていない

【文献調査】

⑥
⑦

下町

【空中写真判読】

断層位置

推定区間

凡 例

リニアメント・変動地形
約2.9㎞

リニアメント・
変動地形
約1.3㎞

【空中写真判読（その他）】

（眉丈山第２断層）

（眉丈山リニアメント）

（眉丈山第１断層）

（徳田北方リニアメント）

（徳田北方の断層）

⑧

断層を確認した地点

断層が認められない地点

断層確認位置

【概要図】
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宿屋

羽坂

①

③

⑤

⑨

②

⑩ ⑥
⑦

下町

内容 位置 目的 参照頁

⑦ 反射法地震探査
しもまち

下町 断層の有無を確認 P.108

⑧ トレンチ・ボーリング調査
しもまち

下町 断層の有無を確認 P.109～111

⑩ 地表踏査
とくだほっぽう

徳田北方の断層周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.99

⑪ 重力異常
とくだほっぽう

徳田北方の断層周辺※ 断層の深部構造を確認 P.117

徳田北方の断層に関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

① ボーリング調査
しゅくや

宿屋付近 断層の活動性評価 P.100～101

③ 反射法地震探査
びじょうさん

眉丈山第２断層北東部 断層の分布を確認 P.103

④
反射法地震探査
（下川ほか，2002）

ほんごうまち

本江町 断層の分布を確認 P.104

⑤ 段丘面，地表地質踏査
はざか

羽坂付近 断層の連続性を確認 P.105～106

⑩ 地中レーダ探査
はざか

羽坂付近 断層の連続性を確認 P.107

⑥ 反射法地震探査
しもまち

下町 断層の有無を確認 P.108

⑦ トレンチ・ボーリング調査
しもまち

下町 断層の連続性を確認 P.109～111

⑧ 地表踏査
やないだ

柳田町付近 断層の連続性を確認 P.113

⑨ 海上音波探査
びじょうさん

眉丈山第２断層南西端付近 断層の連続性を確認 P.114～115

⑩ 地表踏査
びじょうさん

眉丈山第２断層周辺※
広域的な地質分布を確
認

P.99

⑪ 重力異常
びじょうさん

眉丈山第２断層周辺※ 断層の深部構造を確認 P.117

眉丈山第２断層に関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

② 地表踏査
びじょうさん

眉丈山第１断層北東部 断層の有無を確認 P.102

⑩ 地表踏査
びじょうさん

眉丈山第１断層周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.99

⑪ 重力異常
びじょうさん

眉丈山第１断層周辺※ 断層の深部構造を確認 P.117

眉丈山第１断層に関する調査一覧表

※：⑩～⑪は断層周辺の全域で実施

断層位置

推定区間

凡 例

断層確認位置

活断層研究会（1991）
による眉丈山第１断層

④

※：⑩～⑪は断層周辺の全域で実施※：⑩～⑪は断層周辺の全域で実施

⑧

【調査位置図】
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2.4.3 (2) 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層，徳田北方の断層の文献調査

※太田ほか（1976）ではT7面を「＞22万年前」としている。

【眉丈山第１断層】

○太田ほか（1976）は，眉丈山第１断層を図示し，長さ6㎞，北西側の海成段丘H1面（＞22万年前）が90m隆起，逆断層，平均変位速度Bクラス（10～100㎝/1000年），タイプⅠ（地塊の境界にあたる第1級の活断層）と
記載している。

○ 「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は， ，敷地から約15ｋｍ南東に，眉丈山第１断層（確実度Ⅰ，南東側低下）を図示し，NE走向，長さ9km，活動度Ｂ，北西側の海成段丘T7面
※が25～105m隆起と記載

している。

○その他，木村・恒石(1978)は，眉丈山第１断層について，太田ほか（1976）の海成段丘面を差別侵食による平坦面の可能性が強いとする等，その存在を疑問視している。絈野（1981）は，眉丈山断層が高位段丘面
の形成後に活動したことを認めつつ，後期更新世あるいは沖積世に入ってから活動したかどうかについては確証を欠くものと考えると記載している。太田・国土地理院地理調査部（1997）は，眉丈山第１断層とほぼ
同じ位置に，南東側低下の活断層を図示している。小池・町田（2001）は，眉丈山第１断層とほぼ同じ位置に南東側落下の推定活断層を図示している。下川ほか（2002）は，中能登町金丸付近の反射法地震探査
により，眉丈山第１断層が存在するとされた眉丈山地南東斜面には，断層の存在を示唆する反射構造は認められないとしている。

【眉丈山第２断層】

○太田ほか（1976）は，眉丈山第２断層を図示し，長さ12㎞，北西側の扇状地（2万7千年前）が5～15m隆起，逆断層，平均変位速度Bクラス（10～100㎝/1000年），タイプⅠ（地塊の境界にあたる第1級の活断層）と記
載している。

○ 「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約15ｋｍ南東に，眉丈山第２断層（確実度Ⅰ，南東側低下）を図示し，NE走向，長さ10km，活動度Ｂ，北西側の扇状地L1面が5～14m隆起と記載している。
○ 「都市圏活断層図」（杉戸ほか，2010）は，眉丈山第２断層の位置に，推定活断層（地表，位置やや不明確）を図示している。
○ 「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）は，眉丈山第２断層とほぼ同じ位置に活断層を図示し，邑知潟北断層帯と呼称し，長さ約15㎞，北西傾斜の逆断層と考えられるが，平均上下変位速度や活

動履歴は不明と記載している。

○その他，眉丈山第１断層，眉丈山第２断層に関する主な文献として，以下のものがある。

・木村・恒石(1978)は，眉丈山第２断層については，南下がりの正断層あるいは鉛直に近い逆断層と記載している。

・北陸農政局（1980）は，眉丈山南東斜面と邑知潟平野の境界付近の沖積層下に正断層を想定した地質断面図を示し，中期～後期更新世にかけて，花崗岩中にもともと胚胎していた弱線帯が褶曲運動に伴って
受動的に断層になったと記載してる。

・絈野（1981）は，眉丈山断層が高位段丘面の形成後に活動したことを認めつつ，後期更新世あるいは沖積世に入ってから活動したかどうかについては確証を欠くものと考えると記載している。

・加藤・杉山（1985）は，眉丈山第２断層とほぼ同じ位置の北端部に，主として第四紀後期に活動した推定活断層，それ以外の部分に活断層を図示し，いずれも南東側落下で平均変位速度が1m/103年未満として
いる。

・日本第四紀学会（1987）は，眉丈山第２断層とほぼ同じ位置に第四紀後期に活動した活断層を図示し，南東側落下としている。

・太田・国土地理院地理調査部（1997）は，眉丈山第２断層とほぼ同じ位置に，南東側低下の活断層を図示している。

・小池・町田（2001）は，眉丈山第２断層とほぼ同じ位置に南東側落下の推定活断層を図示している。

・下川ほか（2002）は，中能登町金丸付近の反射法地震探査により，眉丈山第２断層にあたると推定される北西側隆起の逆断層状の反射構造を確認したとしている。

・吾妻ほか（2005）は，羽咋市鹿島路町の2地点のトレンチ調査の結果，低断層崖と推定した地点は人工的な地形，太田ほか（1976）により眉丈山第２断層とされた崖は侵食崖としている。

【徳田北方の断層】

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約20ｋｍ南東に，徳田北方の断層（確実度Ⅱ，南東側低下）を図示し， NE走向，長さ2.5ｋｍ，活動度C，北西側の開析扇状地M1面（12万年前）が＞10ｍ
隆起し，開析扇状地の上流側がおちこむと記載している。

○ 「都市圏活断層図」（杉戸ほか，2010）は，徳田北方の断層の位置に，南東側低下の活断層（位置やや不明確）を図示している。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（今泉ほか，2018）は，徳田北方の断層に対応する活断層等を図示していない。

○その他，加藤・杉山（1985）は，徳田北方の断層とほぼ同じ位置に，主として第四紀後期の活動した活断層を図示し，南東側落下で平均変位速度が1m/103年未満としている。日本第四紀学会（1987）は，第四紀後
期に活動した活断層を図示し，南東側落下としている。池田ほか（2002）は，徳田北方の断層とほぼ同じ位置に，最終間氷期の基準面に関する5ｍ以上の北西隆起及び一部で北西への傾動を伴う断層を図示して
いる。

【眉丈山第１断層・眉丈山第２断層・徳田北方の断層の関連性】

○松田ほか（2000）は，眉丈山第１断層，眉丈山第２断層と，その周辺の徳田北方の断層及び古府断層を1つの起震断層である「邑知潟北縁断層帯」とし，長さ18㎞，活動度Bと記載している。

○吉岡ほか（2005）は，邑知潟起震断層の眉丈山活動セグメントとして，ほぼ眉丈山第２断層と徳田北方の断層を連続させた位置に断層を図示し，長さ18㎞，北西側隆起の逆断層と記載している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，眉丈山第２断層とその北東方の徳田北方の断層を合わせて，眉丈山活動セグメントとして図示している。
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位置図

下図拡大
範囲

位置図

眉丈山地

邑知潟平野



眉丈山地

邑知潟平野

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

リニアメント・変動地形分布図

リニアメント・変動地形

鳥瞰図（鳥瞰方向は上図参照）（H：V=1：2）

鳥瞰方向

眉丈山地

邑知潟平野

2.4.3 (3-1) 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層の地形調査
○活断層研究会（1991）に図示された眉丈山第２断層付近にリニアメント・変動地形（眉丈山リニアメント）が断続的に判読される。眉丈山リニアメントは，稜線高度が中央部で高く両端で低くなる

眉状を呈する眉丈山の南東斜面において，長さ約12㎞で山脚末端の急崖，古期扇状地末端の低崖からなるBランク及びCランクのリニアメント・変動地形である。

○また，羽咋市柳田町付近の約1.3㎞区間に，中位段丘Ⅰ面の北側の丘陵斜面に沿う直線状の谷からなるDランクのリニアメント・変動地形を判読した。さらに，その北方の高位段丘面の分布域
において，羽咋市滝谷町南方の約2.9㎞区間に，南東側低下の崖，直線状の谷からなるDランクのリニアメント・変動地形を判読した。しかし，後者の西部において，リニアメント・変動地形とし
て判読した崖地形を横断して分布する高位段丘Ⅱ面に変位，変形や高度差は認められないことから（次頁），これについては後期更新世以降の活動が認められないと評価した。

○眉丈山第１断層が図示された付近には，崖及び傾斜変換部が認められるが，崖面は開析されており，リニアメント・変動地形は判読されない。

位置図

右図拡大
範囲

リニアメント・変動地形

活断層研究会（1991）に
示された眉丈山第１断層
の位置

活断層研究会（1991）に
示された眉丈山第１断層
の位置

眉丈山地

柳田町

柳田町

滝谷町

滝谷町
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眉丈山リニアメント



【眉丈山第１断層及び眉丈山第２断層周辺の地形断面図】

眉丈山地

邑知潟平野

リニアメント・変動地形分布図
リニアメント・変動地形

活断層研究会（1991）に
示された眉丈山第１断層
の位置

地形断面図（H:V=1:2） （航空レーザ計測データにより作成）

A

眉丈山第１断層，第２断層

D D’

B B’

C C’

A A’
←NW SE→

E E’

F F’

A’

B

B’

C

C’

D

D’

E

E’

F

F’

眉丈山リニアメント

古期扇状地末端の低崖

リニアメント・変動地形
直線状の谷

古期扇状地末端の低崖

山脚末端の急崖

山脚末端の急崖

眉丈山リニアメント
山脚末端の急崖

眉丈山リニアメント

山脚末端の低崖

リニアメント・変動地形
古期扇状地末端の低崖

活断層研究会（1991）の
眉丈山第１断層

活断層研究会
（1991）の眉丈

山第１断層
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高位段丘Ⅱ面に変位，変形や高度差は認められない。

眉丈山リニアメント

眉丈山リニアメント

眉丈山リニアメント



山脚末端の
急崖

山脚末端の
急崖

古期扇状地
末端の低崖

古期扇状地
末端の低崖

古期扇状地末
端の低崖

山脚末端の急崖

古期扇状地末
端の低崖

山脚末端の
急崖

古期扇状地末
端の低崖

山脚末端の
急崖

古期扇状地末端の低崖

山脚末端の
急崖

山脚末端の急崖

山脚末端の急崖

古期扇状地末
端の低崖

山脚末端の
急崖

山脚末端の急崖

【眉丈山第１断層及び眉丈山第２断層周辺の地形の特徴】
○眉丈山第２断層周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，山脚末端の急崖，古期扇状地末端の急崖が認められる。なお，眉丈山

リニアメントを判読した区間は，活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）が図示した推定活断層の区間をほぼ包含している。
○眉丈山第１断層が図示された付近には，崖及び傾斜変換部が認められるが，崖面は開析されており，リニアメント・変動地形は判読されない。なお，今泉ほか

（2018）は，眉丈山第１断層に対応する活断層等は図示していない※ 。

眉丈山第１断層付近の拡大図

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

下図範囲

凡 例

眉丈山第１断層（活断層研究会，1991）

丘陵斜面に
沿う直線状

の谷

南東側低下の崖，直線状の谷

リニアメント・変動地形

凡 例
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※：今泉ほか（2018）の旧版である 「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）は， 活断層研究会（1991）の確実度Ⅱ・Ⅲの活断層に対
して，断層の変位地形の有無と活動時期をより厳密に検討することによって，活断層とそうでないものの識別を明確にしたとされている。



邑知潟平野

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

リニアメント・変動地形

鳥瞰方向

2.4.3 (3-2) 徳田北方の断層の地形調査

○活断層研究会（1991）に図示された徳田北方の断層付近にリニアメント・変動地形（徳田北方リニアメント）が断続的に判読される。徳田北方リニアメントは約3.4㎞で，
中位段丘Ⅰ面が発達する標高30ｍ程度の丘陵と沖積面を境する崖からなるＣランク及びＤランクのリニアメント・変動地形である。

地形区分図

位置図

右図拡大
範囲

A

A’

B

B’

※：断面図は次頁
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【徳田北方の断層の地形の特徴】

リニアメント・変動地形

○徳田北方の断層周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，中位段丘Ⅰ面が発達する標高30ｍ程度の丘陵
と沖積面を境する崖が認められる。

○なお，今泉ほか（2018）は，徳田北方の断層に対応する活断層等は図示していない※ 。

※：今泉ほか（2018）の旧版である 「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）は， 活断層研究会（1991）の確実度Ⅱ・Ⅲの活断層に対して，
断層の変位地形の有無と活動時期をより厳密に検討することによって，活断層とそうでないものの識別を明確にしたとされている。

徳田北方の断層

邑知潟平野

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

A A’

B B’

←NW SE→
徳田北方リニアメント
丘陵と沖積面を境する崖

徳田北方リニアメント
丘陵と沖積面を境する崖

丘陵と沖積面を境する崖

丘陵と沖積面を境する崖

※：断面位置は前頁

地形断面図（H:V=1:2） （航空レーザ計測データにより作成）
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凡 例



2.4.3 (4) 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層の活動性 －地質図－

地質断面図

断層位置

推定区間

←NW SE→

A A’

←NW
SE→

B B’

←NW SE→
C C’

←NW
SE→

D
D’

○眉丈山南東斜面には，先第三系の花崗岩を覆って黒瀬谷階の滝礫岩層が分布し，平野との境界付近には中部更新統の高階層，上部更新統の古期扇状地堆積層，
中位段丘堆積層及び上部更新統～完新統の沖積層が分布する。

○眉丈山南東斜面基部におけるボーリング調査の結果，花崗岩と新第三系を境する高角で北西傾斜の断層が確認され（片川ほか，1995），この断層が眉丈山第２断
層に相当すると判断した（次頁～次々頁）。この調査結果を踏まえ，眉丈山リニアメントに対応する位置に，下図のように断層位置を図示した。

○また，眉丈山南東斜面には，北西側隆起の眉丈山第１断層の存在を示唆するような断層露頭は認められない（P.102）。

〇徳田北方リニアメントは，東別所階の赤浦砂岩層及び中部更新統の高階層からなる丘陵と上部更新統～完新統の沖積平野を境する崖に位置し，この付近の赤浦
砂岩層及び高階層は丘陵及び崖近傍でほぼ水平な構造を示し，徳田北方の断層に対応する断層は認められない。
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滝礫岩層

高階層
砂丘

花崗岩分布域

眉丈山地

D

D’

C

C’

B

B’

A

A’

地質図

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地勢
図）とほぼ同じ位置に図示し，より精度の高い，
太田・国土地理院地理調査部（1997）（基図：
1/50,000地形図）の断層トレース。

※

柳田

E

E’

←NW SE→
E E’

リニアメント・変動地形

断層確認位置



2.4.3 (4) 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層の活動性 －眉丈山第２断層のボーリング調査－

ボーリング位置図

下図位置
砂丘

地質図

花崗岩

新第三系

ボーリング調査結果

断層傾斜角
約60度

14C年代値
＞56,200y.B.P

更新世の
堆積物

腐植土

○眉丈山南東斜面基部の宿屋におけるボーリング調査の結果，花崗岩と新第三系を境する高角で北西傾斜の断層が確認され（片川ほか，1995），この断層が眉丈
山第２断層に相当すると判断した。

○この断層は更新世の堆積物に不整合に覆われており，同堆積物には断層運動による影響が見られない。更新世の堆積物の最上部層はＡＴ（2.8～3万年前）を含む。
また同堆積物の下部層は，腐植土を含み，腐植土の14C年代値は＞56,200 y. B. P.であり，花粉分析結果による古気候や古水文環境とその変化の推定から，邑知
潟平野下に分布するMIS5eからMIS5cの地層に対比される可能性も考えられる。

○しかし，この堆積物が後期更新世より古いことを示す明確な根拠が得られなかったころから，眉丈山第２断層について，後期更新世以降の活動が否定できないと評
価した。
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断層位置

推定区間

次頁にコア
写真を記載テフラの年代（町田・新井，2011）

AT：2.8万～3万年前

断層確認位置
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【宿屋（No.1，No.3孔）のコアスケッチ，コア写真】

断層破砕物（片川ほか，1995）

No.1コアのスケッチ（片川ほか，1995）

No.1コア写真（深度43～48m）

No.3コア写真（深度10～15m）

腐植土



下図位置

砂丘

地質図

○太田ほか（1976）や活断層研究会（1991）により眉丈山第１断層が想定される箇所には，滝礫岩層の非破砕の露頭が連続して分布し，北西側隆起の眉丈山第１断
層の存在を示唆するような断層露頭は認められない。

○また，花崗岩と滝礫岩層の関係は断層ではなく不整合である。

活断層研究会（1991）に示された
眉丈山第１断層の位置

調査位置図 102

2.4.3 (4) 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層，徳田北方の断層の活動性 －眉丈山第１断層周辺の地表踏査結果－

断層位置

推定区間

断層確認位置



〇眉丈山リニアメントを横断して反射法地震探査（眉丈測線）を実施し，深部方向の連続性を確認した。

〇眉丈山地と邑知潟平野の境界付近で，花崗岩と推定される基盤岩の上面に相当する反射面を相対的に北西側に隆起させる高角な逆断層が推定される。推定され
る断層の平野側では，基盤岩の上位層の新第三紀層に相当する反射パターンは平野側にやや傾斜している。

下図位置

砂丘

地質図

凡 例

反射法地震探査測線

1
0
0

重合測線（ＣＭＰ）

探査測線

1
0
0
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2.4.3 (5) 眉丈山第１断層，眉丈山第２断層の反射法地震探査 －眉丈測線－

眉丈山第２断層

眉丈山第２断層

断層位置

推定区間

断層確認位置




